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株式会社 ＧＳユアサ

２０１４年１月３０日

ＧＳユアサ、タイにテクニカルセンターを設立

～東南アジア地域および周辺地域における需要拡大に対応～

株式会社 ＧＳユアサ（本社：京都市南区、社長：依田 誠。以下、ＧＳユアサ）は、タイ国サムット

プラカーン県（バンコクより南に約３０ｋｍ）に、当社の１００％出資子会社として、ＧＳユアサ アジア

テクニカルセンター社（以下、ＧＹＡＴ）を設立いたしました。

ＧＳユアサは、ＧＹＡＴ設立により東南アジア地域および周辺地域での自動車用および二輪車用

鉛蓄電池において、

①地域特性に応じた製品の開発機能

②新技術を採用した製品の開発機能

③製品開発を行うための市場調査機能

④高品質・低コストを実現するための生産設備の開発機能

を強化してまいります。また、将来的には産業用鉛蓄電池の製品開発にも取り組む予定です。

今、世界の自動車・二輪車市場は新興国を中心に拡大していますが、その中でも東南アジア

地域における需要拡大に期待が集まっています。また、台数の伸びだけでなく、アイドリングストップ

車や低燃費車など環境負荷低減技術の拡大や地域特性にマッチした車両の開発ニーズも高まって

います。このようなニーズに対応するため、ＧＳユアサには、小型軽量化、大容量化、耐久性向上

などの新技術を用いた自動車用および二輪車用鉛蓄電池を迅速に開発・生産することが求めら

れています。

このような状況のもと、ＧＳユアサは需要の拡大する東南アジアおよび周辺諸国を重要地域と

位置付け、中でも同地域における自動車・二輪車産業をけん引するタイにＧＹＡＴを設立すること

で、新製品開発のスピードを上げ、同地域におけるＧＳユアサグループ全体の企業競争力アップ

とお客様対応力の向上に注力いたします。

今後もＧＳユアサグループは「電池で培った先進のエネルギー技術で世界のお客様へ快適さと

安心をお届けします。」という経営ビジョンの下、高品質で安全な製品を迅速にお客様へ提供し、

グローバルに社会貢献へ取り組んでまいります。
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【ＧＳユアサ アジアテクニカルセンターの概要】

１．社名 GS Yuasa Asia Technical Center Ltd.

２．設立 ２０１４年１月６日

３．所在地 ７８Moo ３ Sukhumvit Rd., Bangpoomai Samuthprakarn １０２８０

Thailand

４．資本金 ３千万バーツ（約１億円）

５．出資者および出資比率 株式会社 ＧＳユアサ   １００％

６．投資額 約３億円（予定）

７．事業内容 東南アジアおよび周辺国のＧＳユアサグループ各社に対する自

動車用・二輪車用鉛蓄電池の開発、市場調査

８．従業員数 ２０１４年度末 １４名（予定）

（２０１５年 ２６名予定、２０１８年 ６０名予定）

［この件に関するお客様からのお問い合わせ先］
株式会社 ＧＳユアサ グローバル技術統括本部 技術戦略室
ＴＥＬ ０７５－３１６－３８８８
株式会社 ＧＳユアサ 国際事業部 推進本部 事業推進部 業務グループ
ＴＥＬ ０３－５４０２－５７１３

［この件に関する報道関係からのお問い合わせ先］
株式会社 ＧＳユアサ 広報室
ＴＥＬ ０７５－３１２－１２１４


